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前年度対比11.5%減

自主財源は58.41%
　平成17年度の決算状況につい

ては、合併前の3市町の打ち切り

決算および合併後の決算の合算額

(１年分)による決算内容となって

います。

　市に入ったお金(歳入)は388億

7719万円で、平成16年度の決算

(3市町合算)と比較してみると、

11.5%の減となりました。

　皆さんが納めた市税について

は、個人市民税5.3％の増、法人

市民税が13.８％の増、軽自動車

税が5.3％の増となりました。反

面、たばこ税が3.5％の減、固定

資産税および都市計画税が若干の

減収となりましたが、市税全体で

175億4705万円と、前年度より

2.7%の増収となりました。

　また、国が国税(所得税・法人

税・酒税・たばこ税・消費税)の

�

市税
175億4705万円
(45.1％)

自動車取得税交付金
2億9839万円 (0.8％)

地方特例交付金
5億7933万円 (1.5％)

地方譲与税
12億4224万円 (3.2％)

地方消費税交付金
13億667万円 (3.4％)

県支出金
16億2137万円 (4.2％)

市債
22億6660万円 (5.8％)

国庫支出金
31億3834万円 (8.1％)

地方交付税
54億6253万円
(14.1％)

その他
8852万円
(0.2％)

分担金及び負担金
5億1080万円
(1.3％)

繰越金　14億8399万円 (3.8％)
繰入金　13億7800万円 (3.5％)
諸収入　10億1126万円 (2.6％)
使用料及び手数料　6億8736万円 (1.8％)

財産収入　7658万円
寄付金　　1194万円

自主財源
227億697万円
(58.41％)

依存財源
161億7022万円
(41.59％)

その他
2億5475万円
(0.7％)

利子割交付金　　　　　　　　　　　8923万円
株式等譲渡所得割交付金　　　　　　6295万円
配当割交付金　　　　　　　　　　　4308万円
交通安全対策特別交付金　　　　　　3035万円
ゴルフ場利用税交付金　　　　　　　2751万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 163万円

一般会計の概要

歳入

特集 平成17年度決算

本文および図表の額は、一部を除き
千の位を四捨五入した数値を用いて
いるため、合計額などで若干の誤差
が生じることがあります。

個人市民税 51億8651万円
法人市民税 19億6654万円
固定資産税 81億325万円
軽自動車税 2億43万円
たばこ税 10億2660万円
都市計画税 10億6143万円
入湯税 229万円

市税の収入割合

一般会計　歳入決算額　388億7719万円

一般会計

歳入決算額　　388億7719万円
歳出決算額　　372億6313万円

特別会計合計

歳入決算額　　342億 809万円
歳出決算額　　338億 982万円

平成17年度の決算状況
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一定の割合を市に交付する地方

交付税は54億6253万円で0.8%
の減、地方消費税交付金は13億

667万円で7.0%の減、利子割交

付金は8923万円で38.1%の減と

なりました。

　なお、地方譲与税では12億

4224万円(国の方針として所得

税の一部を地方へ委譲すること

になっており、それまでの暫定

措置として所得譲与税交付金2億

6989万円が増)で32.3％の増、

地方特例交付金は5億7933万円

で3％の増となっています。

　国庫支出金は31億3834万円

で6.0％の増、県支出金は16億

2137万円で13.9％の増となりま

した。

　事業を実施するための財源を

確保するために財政調整基金2億

2495万円、減債基金8億8522万

円、新駅設置準備基金1億円等、

基金から12億7510万円の繰り

入れを行いました。市債として

教育事業費に２億4210万円、

農林水産業費に7230万円、土木

費に8700万円、消防費に5090
万円、減税補てん債2億2740万

円、臨時財政対策債15億8690万

円、合計22億6660万円の借り入

れを行いました。

前年度対比12.2%減

投資的経費は減

　仕事に使われたお金(歳出)は、

372億6313万円で、前年度対比

12.2%の減となりました。

　前年度と比べて増加した主なも

のは、民生費では児童手当支給対

象者の拡大により「児童手当支給

事業」の増、合併(市制)により旧

総和、旧三和の生活保護費支給事

業が市での対応となったことで

「生活保護事業」の増、国民健康

保険、介護保険など特別会計への

繰出金の増加により6.0%の増と

なりました。

　衛生費では、坂東市に建設中の

ごみ処理施設の整備に伴う負担金

「さしま環境管理事務組合負担金

事業」の増、クリーンセンター施

設の設備補修工事「クリーンセン

ター管理運営事業」の実施等によ

り21.6％の増となりました。

　前年度と比べて減少した主なも

のは、総務費では平成16年度実

施の三和支所(旧三和町庁舎)の建

設事業(工事費18億1354万円)の

終了により22.6％の減、労働費

では中小企業特別委託事業(4549
万円)の終了により97.3％の減、

公債費では平成6・7年度に借り

入れを行った減税補てん債の元金

一括償還(26億1690万円)の終了

により40.1％の減、諸支出金で

は前年度に財政調整基金、公共施

設整備基金への積み立てを行った

ことにより99.9％の減となりま

した。

�

民生費
100億3677万円
(26.9％)

土木費
54億6566万円
(14.7％)総務費

52億7493万円
(14.2％)

商工費
3億4570万円 (0.9％)

議会費
6億1433万円 (1.6％)

農林水産業費
13億1187万円 (3.5％)

消防費
18億1409万円 (4.9％)

公債費
41億694万円 (11.0％)

衛生費
30億4596万円 (8.2％)

教育費
52億4426万円
(14.1％)

労働費　　　138万円
諸支出金　　125万円
災害復旧費　 0万円
予備費　　　 0万円

その他
263万円
(0.0％)

歳出

一般会計　歳出決算額　372億6313万円

財政用語

○自主財源

　地方公共団体が自主的に

収入しうる財源をいう(地方

税、分担金及び負担金、使用

料及び手数料、財産収入、寄

附金、繰入金、繰越金、諸収

入)

○投資的経費

　支出の効果が資本形成に向

けられ、施設等将来に残るも

のに支出される経費をいう

(普通建設事業費、災害復旧

事業費等)
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　古河市水道事業では、市民の皆

さんに、おいしい水をいつでも安

心してお使いいただけるように、

「浄水場や水道管などの施設の整

備」「水質の管理」「漏水の修

理」など、さまざまな仕事を行っ

ています。

　こうした仕事に要する経費のほ

とんどは、一般の行政サービスが

税金で賄われているのに対し、水

道事業は皆さんにお支払いいただ

いている水道料金、国などからの

借入金によって賄われています。

公営企業である古河市水道事業の

経営については次のとおりです。

　施設整備では、思川浄水場の拡

張工事、三和浄水場の取水施設改

良工事、未整備地区の解消を目的

とした配水管布設工事、また、石

綿セメント管等の配水管布設替工

事を実施しました。

　特別会計(9会計)の決算額を合

計すると、歳入が342億809万円

(前年度対比2.6%増)となり、歳

出が338億982万円(前年度対比

5.2%増)となりました。

　前年度と比べて増加した特別会

計は、国民健康保険特別会計(事

業勘定)で10億3248万円の増、

介護保険特別会計(保険事業勘定)
で4億2601万円の増となりまし

た。

　また、古河駅東部土地区画整理

事業特別会計は、合併前は「古

河・総和土地区画整理一部事務組

合」で行っていたものであり、合

併に伴い特別会計として引継ぎ新

設されたものです。

�

水道事業会計の概要
(平成17年9月12日以降)

主要事業

特別会計の概要

特集 平成17年度決算

会計区分 予算額 収入額 支出額
国民健康保険特別会計（事業勘定） 138億 798万円 134億4756万円 134億1945万円
国民健康保険特別会計（直診勘定） 1億 208万円 1億 344万円 8544万円
老人保健特別会計 91億5625万円 88億7388万円 88億4039万円
介護保険特別会計（保険事業勘定） 47億2603万円 47億4518万円 46億6819万円
公共下水道事業特別会計 52億4129万円 51億7889万円 51億3651万円
農業集落排水事業特別会計 10億8614万円 10億7990万円 10億2235万円
ゴルフ場事業特別会計 4億 642万円 3億8788万円 3億8781万円
古河駅東部土地区画整理事業特別会計 2億 828万円 2億1076万円 1億3382万円
広域中央運動公園特別会計 1億8632万円 1億8062万円 1億1585万円
合計 349億2078万円 342億 809万円 338億 982万円

給水人口 138,951人
給水戸数 49,110戸
年間総給水量 8,505,885㎥
1日最大給水量 46,725㎥

収益的収入 11億5319万円
収益的支出 12億6171万円
収支差額 △1億 852万円

資本的収入 3142万円
資本的支出 8億4333万円
収支差額 △8億1191万円

業務概要

決算

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足
する額は、引継ぎ補てん財源で補てんしま
した。

民生費(高齢者や児童の福祉の充実) 3万2251円
土木費(道路・公園・河川の整備) 1万7563円
総務費(住民登録・交通安全・選挙など) 1万6950円
教育費(学校教育・生涯学習・文化財保存) 1万6851円
公債費(借入金の返済) 1万3197円
衛生費(ごみ処理・健康対策など) 9788円
消防費(消防・救急・防災活動) 5829円
農林水産業費(農業の振興) 4215円
議会費(議会の運営) 1974円
商工費(商工業・観光の振興) 1111円
その他 8円

個人市民税 3万5391円
法人市民税 1万3419円
固定資産税 5万5295円
軽自動車税 1368円
たばこ税 7005円
都市計画税 7243円
入湯税 16円
合計 11万9737円

市民1人が納めた市税の額

市民1人当たりに
してみると……

あなたの納めたお金はこのように使われました
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市全体の借金(起債)は平成17年度末で725億5901万円となりました。市民1人当たりの借

金額は49万5125円となります(平成18年4月1日現在、総人口14万6547人で計算)。

市全体の貯金(基金)は平成17年度末で42億1723万円となりました。市民1人当たりの貯

金額は2万8778円となります(平成18年4月1日現在、総人口14万6547人で計算)。

市の借金

市の貯金

�

会計区分 平成16年度末残高 平成17年度末残高
一般会計 340億7947万円 331億8347万円

特
別
会
計

国民健康保険(直診勘定) 487万円 403万円
介護保険(保険事業勘定) 2866万円 2780万円
公共下水道事業 258億  378万円 253億3236万円
農業集落排水事業 43億4810万円 45億9898万円
ゴルフ場事業 11億6695万円 9億7044万円
古河駅東部土地区画整理事業 1億1959万円 1億1130万円

水道事業 87億6625万円 83億3063万円
合　計 743億1767万円 725億5901万円

0

100億

200億

300億

400億

500億

600億

700億

800億

平成17年度末残高平成16年度末残高

725億5901万円743億1767万円

一般会計債
22万6436円

公共下水道事業
特別会計債
17万2862円

国民健康保険
特別会計
(直診勘定)債
27円

水道事業会計債 5万6846円

介護保険特別会計
(保険事業勘定)債
190円

農業集落排水事業
特別会計債
3万1382円

ゴルフ場事業
特別会計債
6622円

古河駅東部土地
区画整理事業
特別会計債
760円

0

10億

20億

30億

40億

50億

60億

平成17年度末現在高平成16年度末現在高

42億1723万円

54億5782万円

基金名 平成16年度末現在高 平成17年度末現在高
財政調整基金 24億1236万円 21億8789万円
減債基金 9億7412万円 8928万円
ふるさと振興基金 6億3382万円 6億2342万円
新駅設置準備基金 2億8902万円 1億8915万円
公共施設整備基金 3億2727万円 3億2729万円
地域福祉基金 8億1146万円 7億9043万円
教育振興基金 977万円 977万円
合　計 54億5782万円 42億1723万円

財政調整基金
1万4930円

ふるさと振興基金
4254円

地域福祉基金
5394円

新駅設置準備基金
1291円

減債基金 609円

教育振興基金
67円

公共施設整備基金 2233円

市民1人当たりの借金

市民1人当たりの貯金
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　平成18年4月から9月末までの

歳入は、合計で194億628万円

となりました。主なものは市税

が99億8208万円、地方消費税

が8億286万円、地方交付税33
億4064万円、国庫支出金10億

4164万円となっています。

　市税の主なものは、個人市民税

27億5395万円、法人市民税11
億1086万円、固定資産税54億

6902万円となっています。

　歳出は、合計で154億8655万

円となりました。主なものは総務

費20億6415万円、民生費40億

2258万円、土木費21億98万円、

消防費10億4433万円、教育費20
億5685万円となっています。

　特別会計(11会計)歳出の執行

状況は、合計で137億979万円と

なっています。

　主な特別会計の状況は国民健

康保険特別会計(事業勘定)53億

8853万円、老人保健特別会計37
億3778万円、介護保険特別会計

(保険事業勘定)21億4482万円、

公共下水道事業特別会計18億

6736万円となっています。

平成18年度予算の執行状況 (9月末現在)

平成18年度　一般会計予算執行状況

�

一般会計

特別会計

歳
　
　
　

入

歳
　
　
　

出

依
存
財
源

自
主
財
源

市　税 176億9446
(99億8208)

民生費114億2037
(40億2258)

土木費60億5933
(21億98)

教育費58億1826
(20億5685)

総務費47億3107
(20億6415)

公債費40億8499
(16億2861)

衛生費37億9466
(16億3940)

農林水
産業費

18億9596
(10億4433) 消防費

13億9850
(3億6306)

議会費6億6
(3億304)

商工費4億474
(2億6312)

その他7088
(43)繰入金 17億5164

(0)

繰越金 15億4129
(16億1406)

諸収入 10億5210
(4億8064)

その他 9億732
(4億2814)

地方交付税 51億500
(33億4064)

国庫支出金 32億3138
(10億4164)

市　債 31億6240
(1060)

地方譲与税 18億4100
(7億5281)

県支出金 16億9470
(2億8344)

地方消費税
交付金

地方特例
交付金

自動車取得税
交付金

13億6600
(8億286)

4億4700
(4億7647)

2億9000
(1億1229)

その他 1億9450
(8063)

(万円)

(万円)

5億 10億 15億 20億 25億 30億 35億 40億 45億 50億 55億 60億 65億 70億 75億 80億 85億 90億 95億 100億170億175億180億

10億20億30億40億50億60億70億80億90億100億110億120億

(56.4％)

(0％)

(104.7％)

(45.7％)

(47.2％)

(65.4％)

(32.2％)

(0.3％)

(40.9％)

(16.7％)

(58.8％)

(106.6％)

(38.7％)

(41.5％)

(35.2％)

(34.7％)

(35.4％)

(43.6％)

(39.9％)

(43.2％)

(55.1％)

(26.0％)

(50.5％)

(65.0％)

(0.6％)

予算額 歳出額
※ (　) は執行額・執行率

予算額歳入額
※ (　) は執行額・執行率

特集 平成18年度予算執行状況
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主な特別会計予算の歳出状況

平成18年度　特別会計予算執行状況

�

国民健康保険 (事業勘定)

国民健康保険 (直診勘定)

古河福祉の森診療所

老人保健

介護保険 (保険事業勘定)

介護保険 (介護サービス事業勘定)

公共下水道事業

農業集落排水事業

ゴルフ場事業

古河駅東部土地区画整理事業

古河市公共用地先行取得

10億 20億 30億 40億 50億 60億 70億 80億 90億 100億110億120億130億140億140億130億120億110億100億 90億 80億 70億 60億 50億 40億 30億 20億 10億

(万円) (万円)

予算額 歳入額
※ (　) は執行額・執行率

歳 入

予算額歳出額
※ (　) は執行額・執行率

歳 出

141億7990　(43億3788　30.6％) (53億8853　38.0％)　141億7990

(3463　38.5％)　8987

(9686　34.5％)　2億8085

(37億3778　42.2％)　88億6408

(21億4482　42.0％)　51億902

(22　0.8％)　2815

(18億6736　33.1％)　56億3679

(3億1968　24.0％)　13億3253

(9640　30.1％)　3億1984

(2352　5.8％)　4億389

(0　0.0％)　1億7330

8987　(4712　52.4％)

2億8085　(1億2448　44.3％)

88億6408　(36億2651　40.9％)

51億902　(19億9357　39.0％)

2815　(0　0.0％)

56億3679　(20億2　35.5％)

13億3253　(1億9961　15.0％)

3億1984　(1億4324　44.8％)

4億389　(7694　19.0％)

1億7330　(0　0.0％)

支出額

予算額

○国民健康保険特別会計(事業勘定)

保険給付費90億2562万円

10億3297万円10億7963万円

4億3041万円

14億6765万円

1億2898万円

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

(億円)

その他介護給付金老人保健拠出金保険給付費

葬祭諸費
1920万円(0.5％)

出産育児諸費
3930万円(1.0％)移送費

4万円(0.0％)

高額療養費諸費
3億3545万円(8.9％)

療養諸費
33億5551万円(89.5％)

37億4951万円

26億5366万円
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主な特別会計予算の歳出状況

�
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(億円)

諸支出金医療諸費

その他地域支援事業費保険給付費総務費

予備費公債費下水道事業費 予備費公債費農業集落排水事業費

支出額

支出額

予算額

予算額

○老人保健特別会計

医療諸費

○介護保険特別会計(保険事業勘定)

保険給付費

○公共下水道事業特別会計 ○農業集落排水事業特別会計

支出額 支出額

予算額 予算額

87億7062万円

37億1559万円

9347万円 2220万円

2億8639万円
1億3084万円

44億5460万円

19億4183万円

1億6783万円
5455万円

2億20万円
1761万円

31億1601万円

5億9291万円

25億1238万円

12億7445万円

841万円 0万円

10億9425万円

2億415万円
2億3485万円

1億1552万円

343万円 0万円

審査支払手数料
1601万円(0.4％)

医療費支給費
7153万円(1.9％)

医療給付費
36億2805万円(97.6％)

介護予防サービス等諸費
1051万円(0.5％)

その他の諸費
302万円(0.2％)特定入所者介護サービス等費

7272万円(3.7％)

高額介護サービス等諸費
2300万円(1.2％)

介護サービス等諸費
18億3258万円(94.4％)

特集 平成18年度予算執行状況
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○古河市公共事業再評価委員会設

置条例の制定について

○古河市特別職の職員で非常勤の

ものの報酬及び費用弁償等に関

する条例の一部改正について

○古河市職員の公益法人等への派

遣等に関する条例の一部改正に

ついて

○古河市公共用地先行取得特別会

計条例の制定について

○古河市手数料条例の一部改正に

ついて

○古河市医療福祉費支給に関する

条例の一部改正について

○古河市国民健康保険条例の一部

改正について

○松岡奨学基金条例の一部改正に

ついて

○消防組織法の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定について

○古河庁舎併設市民集会施設設置

及び管理に関する条例の一部改

正について

○古河市福祉、保健及び医療に関

する施設の設置及び管理に関す

る条例の一部改正について

○古河市三和農村環境改善セン

ターの設置及び管理等に関する

条例の一部改正について

○古河市古河体育館の設置及び管

理に関する条例の一部改正につ

いて

○古河市三和野球場の設置及び管

理に関する条例の一部改正につ

いて

○古河市三和健康ふれあいスポー

ツセンターの設置及び管理に関

する条例の一部改正について

○財産の取得について

○平成18年度国補北町第一雨水調

整池工事請負契約締結について

○平成18年度古河市公共用地先

行取得特別会計予算

○平成18年度古河市一般会計補

正予算(第4号)
○平成18年度古河市国民健康保

険特別会計(事業勘定)補正予算

(第2号)
○平成18年度古河市国民健康保

険特別会計(直診勘定)補正予算

(第1号)
○平成18年度古河市古河福祉の

森診療所特別会計補正予算(第

2号)
○平成18年度古河市老人保健特

別会計補正予算(第2号)
○平成18年度古河市介護保険特

別会計(保険事業勘定)補正予算

(第2号)
○平成18年度古河市公共下水道

事業特別会計補正予算(第3号)
○平成18年度古河市ゴルフ場事

業特別会計補正予算(第1号)
○平成18年度古河市古河駅東部

土地区画整理事業特別会計補正

予算(第1号)

　平成18年第3回古河市議会定例会が9月

5日～22日の日程で開催されました。

　市長から提案された案件は諮問2件、議

案27件、認定12件で、全議案原案可決さ

れました。また、議員から議案1件が提出

され、原案可決となりました。

○飲酒運転撲滅を宣言する決議

�

市長提出議案

議員提出議案

特集 議会定例会

平成18年
第3回古河市議会定例会
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　一人ひとりが自由に、自らテー

マを選び、自分にあった手段・方

法で、生涯にわたり、必要なこと

や興味関心のあることを、必要な

ときに学ぶこと……それが生涯学

習です。個人で、あるいは仲間と

ともに、楽しく学びながら、自分

の考え方や生き方を変えるきっか

けをつかむことが生涯学習の意義

であり、面白さでもあります。

　学習活動への参加を促進し、生

涯学習の振興を目的とした全国生

涯学習フェスティバルが、10月5
日から9日まで開催されました。

主会場は水戸市の茨城県民文化セ

ンターや笠松運動公園でしたが、

古河市も県内地域開催地6市町の

一つとして10イベントを実施。

特に、10月7日に開催された第9
回青少年のための科学の祭典古河

大会には、市内全小中学校・総和

工業高校・一般団体等が出展し、

たくさんの人が訪れて科学の不思

議を体験しました。

　いつでも、どこでも、誰でも学

べるのが生涯学習。あなたも今興

味のあることを、より深く学んで

みてはいかがですか？

　なお、各種協賛事業が11月ま

で開催されていますので、ぜひご

来場ください。

【問】本庁生涯学習課☎92-1906

　「まなびこそ、輝くあなたの第一歩」生涯学習は私たちに楽しく充実し
た毎日を送らせてくれます。その生涯学習の全国的な祭典、第18回全国生
涯学習フェスティバル「まなびピアいばらき2006」が開催されました。

▲青少年のための

科学の祭典古河大

会。広域中央運動

公園で開催されま

した

▲県西ロボコン古河大会 ▲スポーツチャンバラ体験 ▲まなびピア茶会

▲

手づくりロケッ

トの打ち上げ。ロ

ケットは、市内の

小学生が�月の講

習会で製作したも

のです

10

学びたいときに楽しく学ぶ まなびピアいばらき開催

特集 まなびピアいばらき2006

いきいき生涯学習
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　秋空の下、歌や踊り、お囃
はや

子
し

、

買い物で賑わうたくさんの人々

―10月14日と15日の2日間にわ

たって広域中央運動公園で開催さ

れた新「古河市」誕生記念第8回

総和関東ド・マンナカ祭りには、

約10万人が来場しました。

　祭りの内容は、マイステージ

コーナー(歌・踊り)やダンス、花

火、山車・御輿のパレードなど盛

りだくさん。輪になって踊る「み

んなで踊ろう関東ド・マンナカ」

では、参加者全員が一体となって

盛り上がりました。

▼14日にメインステージ前で行われた「み

んなで踊ろう『関東ド・マンナカ』」。この

後には、関東ド・マンナカ音頭のサンババー

ジョンを踊る「サンバダンスストリート」

も行われました

▲14日の夕方から開かれた「舞DANCE 
in ド・マンナカ」。当日、ネーブルパー

クで開催された「総和三和舞祭2006」の

出演者も参加し、総勢30組のダンスチー

ムが華麗なダンスで会場を沸かせました

▼15日の「民俗芸能の

集い」。各地区の御輿

や山車が一堂に会し、

威勢のよいお囃子を演

奏しました。メインス

テージ上では神楽やさ

さらも披露されました

11

特集 関東ド・マンナカ祭り
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全日本選抜少年柔道大会

力善柔道クラブ

　9月23日、東京武道館で行われ

た平成18年度全日本選抜少年柔

道大会に力善柔道クラブ(江澤巧

実くん、吉原貴大くん、鈴木航平

くん、中沢嵩史くん、横山尭世く

ん)が出場。見事3位に入賞しま

した。

空手道全国選手権大会

全国中学生空手道大会

染谷香予さん、染谷真有美さん

　7月9日、大阪市中央体育館で

行われた第46回空手道糸東会全

国選手権大会に染谷香予さん(古

河三中3年)、染谷真有美さん(古

河三中1年)姉妹が出場。中学女

子組み手の部で香予さんが見事

　9月30日、ネーブルパークで第

21回ふれあい広場が開催されま

した。これは、子どもからお年寄

り、ボランティアや障害者が一堂

に会し、ふれあいの中から福祉の

目を育てようというイベント。来

場者は手話や点字を体験したり、

ステージでの演奏を見たりして楽

しい1日を過ごしました。

優勝、真有美さんが準優勝しまし

た。これにより2人は、9月16日

から18日にかけて東京武道館・

日本武道館で行われた第5回世界

選手権大会に出場。香予さんは

15歳以上16歳以下の部で見事3
位に入賞、真有美さんは13歳以

上14歳以下の部で惜しくも1回戦

敗退となりましたが、力の限り戦

いました。

　また、2人は8月19日・20日に

京都市体育館で行われた第14回

全国中学生空手道選手権大会にも

出場しました。

全国中学校選抜水泳大会

小野澤遥さん

　8月21日から

23日にかけて

高知市くろしお

アリーナで行わ

れた第46回全

国中学校選抜水

泳大会に小野澤

遥さん(古河一

中3年)が出場。200Mバタフライ

で6位に入賞しました。

少林寺拳法全国大会

少林寺拳法三和支部

　7月23日、広域中央運動公園総

合体育館で行われた少林寺拳法茨

城県大会に少林寺拳法三和支部が

出場。中学生団体の部、中学生組

演武、小学生組演武でそれぞれ最

優秀賞に輝きました。これによ

り、10月8日に北海道立総合体育

センター“きたえーる”で行われ

た少林寺拳法全国大会in北海道

に出場し、出場者全員が優秀賞と

いう成績を収めました。

・中学生団体の部

　羽鳥真由美、佐川智英、佐川圭

佑、小野竜成、大山哲哉、小島

一弥、田崎壮宗、塚原卓也

・中学生組演武

　尾形美菜、田崎温美

・小学生組演武

　並木毅、小島翼

1�

力善柔道クラブ

染谷香予さん(左)、真有美さん(右)

福祉のお祭り　ふれあい広場

▲拡大写本に挑戦

全国大会出場！

H O T N E W SH O T N E W S H O T N E W SH O T N E W S
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　古河駅西口まちなか再生市民

ひろば内で、チャレンジショッ

プ「シティーマーケットHana」

（実験的店舗）が営業中です。

　まちづくり会社㈱雪華による中

心市街地活性化対策の一つで、商

店街の活性化につながる新規開業

者を育成しようと、実践的な店舗

経営の場を提供しています。現在

2人のチャレンジャーがブティッ

クと天然石アクセサリーのお店を

出店し、経営のノウハウを勉強

中。皆さんもぜひお店を訪れて、

意欲あふれるお二人を応援してく

ださい。

　古河市民芸術鑑賞の集いが、

10月14日、三和健康ふれあいス

ポーツセンターで開かれました。

この集いは、住民の芸術に対する

意識の向上を図ろうと旧三和町か

ら開かれてきたもので、今回で

19回目となります。

　この日は、昨年、歌手生活40
周年という節目を迎えた加藤登紀

子さんのコンサート。「原点に

戻って改めてシャンソンを歌って

いる」と話す加藤さんは、『百万

本のバラ』や『枯葉』など約20
曲を熱唱し、訪れた皆さんを魅了

しました。

　10月1日、とねミドリ館(生涯

学習センター総和)で、女性のた

めの交通安全教室が開かれまし

た。この教室は、古河市交通安全

母の会連合会と(社)茨城県自動車

整備振興会県西ブロック会主催に

よるもので、子どもと女性ドライ

バー約120人が参加しました。

　会場では、市内の自動車整備士

の指導による車の日常点検やタイ

ヤ交換等の実技講習のほか、シー

トベルト体験車を使った衝突体

験、道路交通標識ビンゴゲームな

どが行われ、参加者の皆さんは楽

しく学んでいました。

　10月1日、鷹見泉石記念館で、

「呈茶席」が開催されました。

　当日の席主は、丸山宗照さんと

茂田仙愛さん。花や御菓子は、秋

を感じさせるものが用意され、参

加した人たちは、泉石邸の落ち着

いた佇まいの中、ゆったりしたひ

とときを楽しんでいました。

1�

▲チャレンジショップに出店している

大下律子さん(左)と石塚信子さん(右)
▲『知床旅情』などを客席と一緒に大合唱

しました

▲タイヤの交換方法を教わる参加者の皆さん

独立開業を目指して
修行中

シャンソンに
酔いしれる夜

女性のための
交通安全教室

日本の伝統文化に触れました

▲「和」の時間を満喫しました▲優美な作法でおもてなし

H O T N E W SH O T N E W S H O T N E W SH O T N E W S
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　今回、執筆のお話をいただいた時、正直私のような者が受けていいものか

と危
き

惧
ぐ

しました。今では多くて年に二回ほどしか古河の地を踏まない、しか

も帰省したときには、ほとんどの時間を実家で、(グウタラ)過ごしているだ

けの私が、ふるさと古河のことについて書けるのだろうか…？

　けれども、よく考えてみたら私の年代(23歳です)では、私と同じようにご

くたまにしか帰省しない人たちも多いのではないでしょうか。そんなことを

考えてみると、私の立場から書いてみるのも悪くないのかも知れません。

　現在、私は兵庫県西宮市に住んでいます。高校野球で有名な甲子園球場ま

で自転車でわずか5分ほどのところなので、阪神タイガースが勝利した時な

ど、「六甲おろし」の大合唱が聞こえてくるほどです。

　西宮市から、遠く茨城県古河市に思いを馳
は

せる……。浮かんでくるのは、

家族、それに親せきです。私にとっては、ふるさと＝家族であり古河に住む

人たちです。職業柄、日々日本のトップアスリートと過ごしていると、やは

りそれなりの緊張感、向上心を維持し続ける必要があります。緊張感、向上

心を保つ秘けつ――それは、心の中にどこか安らげる場所を持っていること

だと思います。そして、そのうちの一つが、ふるさと古河の存在です。

　私が三和町を離れている間に、三和町が古河市になりました。帰省したと

きに目に入る景色も随所に進化の様子がうかがえ、あぁ、古河も日々成長し

ているのだなぁと感じています。私が実家を離れている間に、このまちは

着々と進化していた、そして今も成長を続けているであろう古河のまちのこ

とを思うと、私も負けていられないなと思ってしまいます。安らぎの場であ

ると同時に、まるでライバルでもあるかのようです。いつでも味方してくれ

るんだという広大な温かさと、遠く離れてはいるけれど、

お互いの成長を見守り合っていく仲間のような感覚、その

二つをいつまでも感じさせてくれるまちであって欲しいと

思います。

▲JT女子バレーボール部は、各地でバレー教室も
行っています(左から朝倉選手、谷口選手、倉本さん)

兵庫県在住

　倉本 匡
きょう

子
こ

さん
名崎小学校、三和東中学校、土浦第一高等学校を卒業。そして
同志社大学を卒業した後、同大大学院総合政策科学研究科で行
われたスポーツマネジメントスクールを修了し、昨年8月、JT
女子バレーボール部(JTマーヴェラス)マネージャーに着任。
JT女子バレーボール部には、全日本メンバーの竹下主将や菅
山選手、宝来選手などが所属している。
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体験学習で防災意識を高める　上辺見行政区

　上辺見行政区では、毎年10月に防災のため

の講習会や体験学習を実施しています。今年

も10月22日に東京の本所防災館へ行き、体

験学習を行いました。参加したのは25人。こ

の本所防災館では、大

きな部屋での地震体験

や、モニターを使った

消火訓練などができ、

楽しみながら防災体験

ができます。「ここで

体験すると地震や火事

の怖さがよく分かる」

と参加者の皆さんは話

していました。

　また、毎年秋には行

政区内でソフトボール大会を開催していま

す。会場は、陸上自衛隊古河駐屯地内のソフ

トボール場。例年、男子だけで試合をしてい

ましたが、今年は参加人数を多くするため、

男女混合でしかも中学生から出場できるよう

にしました。

　上辺見には昔からのお祭りもあります。7
月に香取神社で行う夏祭りがそれ。お祭りは

各町内に「頭」と呼ばれる人がいて、その人

が中心となってお祭り

を行っています。

　「最近では、行事に

参加する人がいつも同

じメンバーになってし

まい、新しく参加する

人がいないのが悩みで

す」と話すのは行政区

長の青木良伸さん。

「若い親を行事に誘う

ために、まずは子ども

を集めて昔の遊びや卓球などのスポーツを始

めようと考えていますが、場所やけがの問題

もあってなかなか難しい。でも、参加する人

をなんとか多くして地域の活動を活発にした

いですね」と青木さんは話していました。

卓球で健康な毎日を　ニュースポーツクラブ

　元気にラケットを振り、楽しそうに卓球に

興じる皆さん。テンポのよいラリーの応酬

に、思わず目を奪われます。

　平成5年、旧三和町の「ニュースポーツ教

室」の参加者によっ

て結成されたこのク

ラブ。ニュースポー

ツの「ラージボー

ル」に代えて、今は

「硬式卓球」を中心

に、毎週金曜日の午

前中、三和健康ふれ

あいスポーツセン

ターで活動していま

す。現在の会員は、

50歳代から80歳代

までの23人。皆さんとても若々しくて、年

齢を感じさせません。

　「勝敗にはこだわらず、何より仲間と楽し

むことを大切にして活動しています」と話す

会長の渡辺さち子さん。激しく動かなくて

もできる卓球は、実は中高年にぴったりのス

ポーツです。無理やケガの無いよう30分練

習したら交代し、15分休憩を取るなど練習

プランも工夫されて

います。

　また、クラブで

は、新年会、花見

会、一泊旅行、忘年

会など、親ぼく会も

盛りだくさん。和気

あいあいとした雰囲

気は、そういった中

から生まれてくるよ

うです。

　「健康維持のため

にも、ずっと続けたいですね。これも医療費

削減の社会貢献かな」と笑う渡辺さん。仲間

と一緒に卓球でさわやかな汗を流し、毎日生

き生きと過ごしもらいたいですね。

1�
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▲上辺見のお囃子が関東ド・マンナカ祭りに参加

▲皆さん、健康そのものですね
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　マツムシは、“チンチロチンチロ　チンチロリン”

　スズムシは、“リンリンリンリン　リーンリン”

　童謡「秋の虫」に登場するのは、そのほかコオロ

ギ、クツワムシ、ウマオイ、スイッチョン……。

　皆さんは虫の声を聞き分

けられますか？　どんな姿

をしているのか知っていま

すか？　三和ふるさとの森

では、たくさんの虫たちが

個性豊かな鳴き声で私たち

を迎えてくれます。その声

は、バイオリン、ビオラ、

そしてチェロと、まるで

オーケストラのよう。それ

がベートーベンに聞こえる

か、モーツァルトに聞こえ

るか、それともただの雑音

に聞こえるかは、皆さんの心次第。虫の声、風の

音、木々のささやき――心静かに自然と一体になれ

ば、そんな「森の声」が優しく聞こえ、木々の緑も

美しく見えるはずです。

　自然林を生かした三和ふるさとの森は、遊歩道が

きれいに整備され、ところどころに休憩用のあずま

やがあるなど、お年寄りや小さいお子さんにも優し

い場所。身近な自然環境について考えたり、子ども

たちと虫や植物の勉強をし

たりするのに最適です。

　春・夏・秋・冬――三和

ふるさとの森では、季節ご

とに「森の顔」があるよう

に、季節ごとに「森の声」

が聞こえます。街中の喧
けん

騒
そう

から離れ、小さいけれど優

しく四季の移ろいを教えて

くれる森の声に、耳を傾け

てみませんか？

【問】三和ふるさとの森管理事務所(東諸川711-1)
　　　☎77-3813(午前9時～午後4時)
　　　※毎週月曜日と年末年始は休業

　今月は古河出身の推理作家・小

林久三氏の傑作『皇帝のいない八

月』をご紹介します。この作品に

ついては、文芸評論家の権田萬治

氏が「迫力に富む政治サスペンス

小説の秀作」「多くの人々に読ん

でもらいたい作品である」と絶賛

しています。

　刊行と同時に、監督・山本薩夫、

渡瀬恒彦、吉永小百合、三國連太

郎、高橋悦郎、山本圭といった豪華

キャストで映画化され、非常に大き

な反響を呼んだ作品でした。

　列車ジャックという鉄道ミステ

リーを装いながら、自衛隊のクーデ

ター計画を扱った政治サスペンス

小説。社会性あふれる題材と、映

画的でダイナミックな展開を持った

『皇帝のいない八月』は、映画界か

ら作家に転身した小林久三ならで

はの作品といえましょう。

　さて、大変残念なことですが、

小林久三氏は、去る9月1日、脳

梗塞のため逝去されました。

　氏は江戸川乱歩賞受賞作で直木

賞候補にもなった『暗黒告知』

や、角川小説賞受賞作『父と子の

炎』をはじめ、社会性豊かな作品

を数多く手がけてきました。その

中には『むくろ草紙』『火の鈴』

『帝都発幻影列車』『一億円の手

錠』『真夏の妖雪』『蒼ざめた祖

国』など、古河を舞台としている

作品も少なくありません。そこに

は「ふるさと・古河」に対する思

い入れの強さも伝わってきます。

　特異な発想力と展開力、そし

て、まるで映像を見ているかのよ

うな描写力に支えられた、たぐい

まれなストーリーテラーとして、

小林久三氏は推理文壇において一

時代を画しました。

　近年は心筋梗塞と二度の脳梗塞

を患いながらもリハビリに励ま

れ、今年に入ってからは執筆活動

も再開されていたというだけに、

このたびの急逝は何とも無念でな

りません。謹んで御冥福をお祈り

申し上げます。

（古河文学館　秋澤正之）

1�

▲森の声を聞きながら散策はいかがですか？

パークライフ　　《「森の声」聞こえますか》

小林久三 著

『皇帝のいない八月』

▲往年の小林久三氏と

『皇帝のいない八月』（新風舎文庫）
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　室町時代後期、一人の僧侶が古河市域を訪れ、し

ばらくの間逗
とうりゅう

留をしていました。その僧侶の名は道
どう

興
こ う

、京都の本
ほ ん ざ ん は し ゅ げ ん

山派修験の中心である聖
しょう

護
ご

院
い ん

の門
もん

跡
ぜ き

（住持）を務める人物です。彼は文明18年（1486
年）6月上旬に京都を出発し、若

わか さ の く に

狭国（福井県）か

ら越前・加賀・能登・越中・越後

国（福井・石川・富山・新潟県）

へすすみ、7月15日には越後国府
に着き上杉氏の接待を受けていま

す。それから上
こうずけのくに

野国（群馬県）に

はいり、山
やま

伏
ぶ し

の寺坊大蔵坊（高崎

市、旧群馬町）などに逗留し、

武
むさ し の く に

蔵国（埼玉県）の岡部の原（深

谷市、旧岡部町）・村
むら

君
き み

（羽生

市）などを経て、浅間川の渡しを

渡り、古河に着いたのは8月中旬
過ぎと考えられます。

　道興の紀行歌文集『廻
かい

国
こ く

雑
ざ っ

記
き

』によると、「古川

（古河）といふ所にて舟にのりて」歌を二首詠
よ

み、

「なり田（中田）といへる所にてはじめてふじ（富

士）をながめて」三首詠み、「下
しもうさのくに

総国こほりの山と

いへる所に伊豆の三嶋を勧
かんじょう

請し奉りて大社ましまし

けり、かの別
べっ

当
と う

の坊にしばらく逗留し侍
はべ

るうちに」

数首の歌を詠んでいます。

　「古川」とは「古河」、「なり田」は「なか田」

の誤記で「中田」のこと、「こほりの山」は市内の

水海地内に当たり、現在「凍ノ山」の地字名が残っ

ていて、中世には周辺を含む地域を郡山郷と称して

いました。水海には現在でも三島神社があり、道興

はこの三島神社の別当の坊にしば

らく逗留していたようです。

　古河から中田を経て水海にいた

るまでは、舟で移動していたこと

がわかり、古河と水海が水運で結

ばれ、それぞれ河川津として発展

していたことをうかがわせます。

　その後道興は、上
か ず さ

総・安
あ わ の く に

房国か

ら鎌倉をまわって9月8日ごろ再
び市内の鳥

とり

喰
は み

を通り、佐野・日光

方面へと向かい、常陸・武蔵・相

模・甲斐・上野・下野国など関東

各地を経て、陸
む つ の く に

奥国(宮城県)の松島に向かっていま
す。

　道興は、ただ物見遊山で諸国をまわっていたので

はなく、在地の有力武士と交流をもち、また山伏の

寺坊を訪ねることによって、本山派修験教団の組織

の拡大をはかっていたと思われます。

（生涯学習課文化財保護係）

◇一般書

・インドなんて二度と行くか！ボ

ケ！！・・・でもまた行きたいかも

さくら　剛 著

　引きこもりの著者が、ニートの

現状を憂い一念発起してインドへ

出発。1カ月の間にさまざまな人

と出会い、騙され、騙され、騙さ

れ……。

　トラブルだらけの道中を、笑い

をさそう文章とたくさんの写真で

振り返る、新感覚旅行記。

出版社…アルファポリス

分類…292サ

・末期ガンになったIT社長から

の手紙

藤田　憲一 著

　若手IT社長の著者が突然受け

た「余命3カ月」の宣告。絶望と

戦いながらも、幸福とは何か、死

とは何かを考え続け、残された人

生の総仕上げにかかる。闘病生活

の中で書き下ろされた一冊。

出版社…幻冬社

分類…916フ

◇児童書

・ラスト・ドッグ

ダニエル・アーランハフト 著

金原　瑞人 訳

　義父との仲がうまくいかない

ローガンの唯一の友達は、犬の

ジャックだった。だが、犬を媒介

とするおそろしい伝染病がひろま

り、街はパニックにおちいる。

ローガンは必死にジャックを守ろ

うとするが……。

出版社…ぽるふ出版

分類…K933ラ

・あしたのねこ

エムナマエ 絵

きむら　ゆういち 文

　きっと幸せな明日がやってく

る。どんなひどいめにあっても、

その中にあるいいところを見つけ

て、にっこり笑って生きていく。

そんな前向きでひたむきな、こね

この物語。

　全盲の画家が全身全霊で描き出

す、希望の絵本。

出版社…金の星社

分類…Eア

［とねミドリ館(生涯学習センター総和)］
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▲道興が訪れた水海の三島神社

古河風土記　　聖護院門跡道興と古河



【問】男女共同参画室 ☎92-3111
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男女共同
　　参画社会

1�

み
んなが主役

「少子化と男女共同参画」について学習会を開催

　古河市男女共同参画プラン策定に伴い、市民・

教職員・市職員に対して意識調査を、また、事業

所に対して実態調査を行いました。その回収率

は、次のとおりです。

配布枚数 回収枚数 回収率

市　民 �,000 ��1 ��.��％

事業所 1�0 �� ��.0�％

教職員 ��� ��0 ��.��％

市職員 1,0�1 �0� ��.��％

　男女共同参画推進委員会が主管となり、9月25日(月)、51人の参加者をもって学習会が開催され

ました。顧問である川上美智子氏は「少子化と男女共同参画」をテーマに、少子化の急速な進行の

原因等具体事例を挙げて説明され、特にわが国においては、女性に対して、仕事か出産かの二者択

一を迫る社会構造があり、これを見直す支援のひ

とつに男女共同参画が必要不可欠であると強調さ

れました。

　出生率の低下に歯止めをかけるためには、働く

女性が安心して子どもを産み育てることができる

環境を整えることが大切です。

　仕事と家庭の両立支援や、働き方の見直しは少

子化対策の柱と言えます。

　この少子化対策の推進については、現在策定作

業を進めている「古河市男女共同参画プラン」に

組み入れていく予定です。

パートナーシップin古
こ

河
が

2006
～共に手をたずさえて ハートtoハート～

期　日　11月25日(土)
会　場　生涯学習センター総和

　　　　(とねミドリ館)
参加費　無料

プログラム

12:00　開場

12:30　オープニング(ままぴよ隊)

13:15　講演会　加藤　仁 氏

　　　　(ノンフィクション作家)

14:45　アトラクション(全原創原太鼓)

「男女共同参画に関する市民意識調査」
最終回収率がまとまりました
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　日ごろの生活習慣が原因で起こ

る生活習慣病。糖尿病、心臓病、脳

卒中、がんなどの発症に関係して最

近問題となっているのがメタボリッ

クシンドローム。メタボリックシンド

ロームとは、腹部肥満があり、高血

圧、高脂血症、高血糖が2つ以上あ

る状態をいいます。

■自分のからだをチェックしよう

　おへその高さで測った腹囲が男

性の場合85cm以上、女性の場合

90cm以上あるか？（必須項目）

その他に①中性脂肪値150mg/dl
以上またはHDL(善玉)コレス

テロール値40mg/dl未満かど

うか？　②収縮期(最大)血圧が

130mmHg以上または拡張期(最

小)血圧85mmHg以上かどうか？

③空腹時血糖値が110mg/dl以上

かどうか？

　これら3つのうち、2つ以上当

てはまると、メタボリックシンド

ロームといえます。当てはまる数

が多いほど動脈硬化になりやす

く、脳卒中や心筋梗塞などを引き

起こす可能性が高くなります。

■メタボリックシンドロームを予

防しよう

①食事：1日3食食べること。揚

げ物よりも煮物、肉類よりも魚や

大豆製品など和食中心の食事にし

て、腹八分目を目安に。また、

色々な種類の食材から少しずつバ

ランスよくとること。

②運動：内臓の脂肪は、運動に

よって落ちる効果が高いといわれ

ています。30分以上の運動を週

に2回行うことを目標に。ウォー

キングやサイクリング、水泳など

の有酸素運動がおすすめです。

③嗜好：お酒の飲みすぎは、肝機

能を低下させるだけでなく、余っ

たエネルギーが脂肪として内臓に

たまる原因になります。週に2回

は、休肝日をつくること。また、

たばこは、動脈硬化を促進させる

ため、禁煙をおすすめします。

　年に一度は健康診断を受けま

しょう。自分の体の状態を知るこ

とが病気の予防につながります。

（健康推進課）

　医療費は年々増えています。医療費の主な財源は、皆さんからの保険

税です。医療費が今以上に伸びると、国保制度を安定して運営すること

が難しく、保険税も値上げせざるを得えなくなり、家計への負担も大き

くなってしまいます。

○増える医療費

　医療費は今後増加傾向にありますが、私たちのちょっとした心掛け

で、その上昇をとめることもできるのです。お医者さんのかかり方など

見直してみましょう。

○医療費を大切に

　市では、医療費の適正化対策の一環として、また、健康に対する意識

を高めていただくことを目的に、2カ月に1度医療費の通知をお送りし

ています。

○健康づくりで医療費の節約を

　栄養バランスのよい食生活と適度な運動、十分な休養で健康づくりに

心掛け、生活習慣病を改善しましょう。

【問】本庁　保険年金課国保係 ☎92-3111、古河支所　保険年金課国

保係 ☎22-5111、三和支所　保険年金課国保係 ☎76-1511

《医療費を大切にしましょう》

《メタボリックシンドローム》

1�

　10月8日に三和中学校校庭

で行われた新「古河市」誕生

記念第32回古河市民三和地

区体育祭。強風の吹き荒れる

中でしたが、皆さんは行政区

対抗綱引きなどでさわやかな

汗を流していました。

　古河市納税貯蓄組合連合会

(青木宏行会長)が、一般寄付

として、15万1,277円を寄

付。

　株式会社ユーケン(監物孝

子代表)が、イベント用とし

て、紅白幕160枚およびソ

ファーベット4台を寄付。

（10月1日現在　住民基本台帳から）

総人口　146,431人 (－97)
　男　　 73,429人　

　女　　 73,002人　

世帯数　 52,057世帯(－40)
　　　　　　　　　（ ）内は前月比

表紙写真

寄付

人口と世帯
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再生紙を使用しています。　　　　環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

　あなたの笑顔は我が家にたくさんの幸せを運んでき

てくれました。ちょっとわがままでみんなを困らせる

ことがあるけれど、パパもママもじいちゃんもばあ

ちゃんもみんな遥名のことが大好きです。

　どんなときでも笑顔を絶やさずにこれからもあなた

の笑顔でみんなに幸せを運んでください。

　いっぱい笑っていっぱい泣いて人に優しい子になっ

てね。笑った数だけ泣いた数だけ強く優しく成長して

いけると思います。遥名の歩む道が幸せ満開の花道に

なりますように。　(父：祐一郎さん・母：美和さん)

　

日
頃
、
何
気
な
く
往
き
来
す
る
道
に
、
い
く

え
に
も
重
な
る
歴
史
の
諸し
ょ

相そ
う

が
隠
さ
れ
て
い
た

と
し
た
ら
…
…
。

　

古
河
を
通
る
往お
う

還か
ん

の
中
に
は
、
そ
の
よ
う
な

驚
嘆
に
価
す
る
道
や
街
道
が
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
る
に
、
時
間
に
追
わ
れ
る
日
常
に
あ
っ

て
、
あ
り
き
た
り
に
見
え
る
道
や
路
へ
、
特
別

な
感
慨
を
抱い
だ

く
暇
い
と
ま

は
、
な
か
な
か
持
ち
得
な
い

も
の
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
探

求
す
る
に
あ
つ
ら
え
む
き
の
文

化
財
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
文
化
財
、
名
称
を
『
五ご

海か
い
ど
う
そ
の
ほ
か
ぶ
ん
け
ん
の
べ
え
ず
な
ら
び
に
み
と
り

道
其
外
分
間
延
絵
図
並
見
取

絵え

図ず

』
と
い
い
、
全
80
巻
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
立
年

は
、
文
化
３
年(

１
８
０
６)

、

す
な
わ
ち
江
戸
時
代
後
期
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
現
在
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
東
京
国
立
博
物

館
に
架
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
本
図
作
成
は
、
寛
政
12
年

(

１
８
０
０)

、
江
戸
幕
府
の
道ど
う
ち
ゅ
う
ぶ
ぎ
ょ
う

中
奉
行
所
管
で

は
じ
め
ら
れ
た
国
家
事
業
で
し
た
。
そ
の
規
模

は
、
東
海
道
・
中
山
道
・
奥
州
・
甲
州
・
日
光

道
中
の
五
街
道
の
み
な
ら
ず
、
全
国
各
地
の
脇わ
き

往お
う

還か
ん

も
対
象
と
し
て
実
地
測
量
が
お
こ
な
わ
れ

る
と
い
う
大
が
か
り
な
も
の
で
、
あ
わ
せ
て
各

宿
駅
の
明め
い

細さ
い

書か
き

上あ
げ

も
提
出
さ
せ
て
、
６
カ
年
の

歳
月
を
費
や
し
て
完
成
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

今
ふ
う
に
い
え
ば
、
国
土
交
通
省
作
成
の
全
国

主
要
国
道
マ
ッ
プ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
、
こ
の
江
戸
時
代
版
主
要
国
道
地

図
の
な
か
に
、
古
河
市
を
通
る
街
道
が
２
筋す
じ

も

確
認
で
き
る
の
で
し
た
。

　

そ
の
ひ
と
つ
は
、
日
光
道
中
。
利
根
川
に
接

す
る
中な
か
だ
し
ゅ
く

田
宿
か
ら
茶ち
ゃ

屋や

新し
ん

田で
ん

、
原は
ら

町ま
ち

を
経
由
し

て
古
河
宿
へ
至
る
道
中
が
、
ゆ
た
か
な
彩
色
の

施
さ
れ
た
画
面
に
俯ふ

瞰か
ん

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
ひ
と
つ
は
、
関せ
き

宿や
ど

多た

功こ
う

道み
ち

。
日に

っ

光こ

う

東
ひ
が
し

街か

い

道ど

う

と
い
う
通
称
で
親
し
ま
れ
る
こ
の
道
は
、
こ

ん
に
ち
の
古
河
市
域
に
お
い
て
、

谷や

貝が
い

・
仁に

連れ
い

・
諸も
ろ

川か
わ

と
い
う
３
宿

を
含
み
、
沿
道
の
景
観
に
よ
く
旧

態
を
保
存
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

１
８
０
０
分
の
１
の
縮
尺
を
持

つ
実
測
図
に
は
、
国
郡
境
・
河

川
・
一
里
塚
・
寺
院
を
は
じ
め
、

宿
駅
で
は
高こ
う

札さ
つ

・
本ほ
ん

陣じ
ん

・
脇わ
き

本ほ
ん

陣じ
ん

、
立
ち
並
ぶ
家や

並な

み
ま
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
視
覚
に
訴
え
よ
う
と
す

る
本
図
の
あ
り
よ
う
は
、
わ
ず
か
に
描
か
れ
た

古
河
城
が
こ
の
町
の
特
徴
を
充
分
に
示
し
て
い

る
こ
と
で
も
あ
き
ら
か
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
さ

ら
に
、
見
聞
可
能
な
古
跡
・
古
墳
と
い
っ
た
類

ま
で
描
写
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
か
ら
驚
か

さ
れ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

さ
て
さ
て
末
尾
な
が
ら
、
こ
の
文
化
財
の
観

覧
を
希
望
す
る
向
き
へ
。
11
月
23
日
ま
で
、
こ

れ
ら
の
文
化
財
を
当
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　
　
　

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員　

永な
が

用よ
う

俊
彦

ベジタブルチャウダー

エネルギー＝���kcal
たんぱく質＝��.�g
脂　　　質＝1�.�g
塩　　　分＝1.1g

笑顔でみんなに幸せを運んでね

船山遥
はる

名
な

ちゃん　(2歳7カ月・駒羽根)

材料(4人分)
鶏肉(モモ)300g、たまねぎ1個、ミックスベジタブル

120g、バター大さじ1、小麦粉大さじ3.5、スキムミルク

60g、固形スープの素1個、水350cc、牛乳300cc、塩

少 、々こしょう少 、々パセリ(みじん切り)適量、クルトン適量

作り方

①たまねぎと鶏肉をバターで炒める(弱火)。

②火を止め、小麦粉をふり入れてよく混ぜ、スープで

溶いたスキムミルクと牛乳を少しずつ加えて、鍋底

が焦げないように混ぜながら再び火にかける。

③沸騰してきたらミックスベジタブルを加えて塩・こ

しょうで調味し、パセリとクルトンをあしらう。

(食生活改善推進協議会)

�0

今月の料理

古
河
を
通
る
街
道

▲『日光道中分間延絵図』巻三「古河町」
部分 国指定重要文化財 東京国立博物館蔵


